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わが家の

アイドルお子さんの笑顔を広報誌に掲載しませんか？
（町内に住所があり小学校入学前まで）

■応募方法　郵送または E-mail で写真と必要事項を記入のうえ
応募ください。
▶必要事項　①名前（ふりがな）②年齢③性別④ご両親の名前（ふ
りがな）⑤住所⑥電話番号⑦お子さんに向けた一言メッセージ
■応募先　〒 029-4592　役場総務課広報公聴係
E-mail：kouhou@town.kanegasaki.iwate.jp 　
※応募の写真は返却できませんのでご注意ください。
問　総務課広報公聴係（内線 2319）

マイナポータル メールフォーム
どちらの QR コードか
らでも応募できます。
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  むし歯菌  むし歯菌
むし歯のない３歳児

9 月 14 日健診分

上手に歯みがきできました！
これからも頑張ろうね！
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貧しい人を無くすことを目標としています。目標 1「貧困をなくそう」は
SDGs では、「1 日 1 ドル 9 セント（約 210 円）
未満で生活する人」を貧困と定義しており、世
界では 6 人に 1 人（3 億 5600 万人）の子ど
もたちが極度の貧困で暮らしています。

私たちにできる SDGs
一人ひとりが貧困問題に意識を向け、支援団体の募金活動へ
の参加、支援団体への衣服や本、家具など使わないものなど
を寄付することにより、少しずつ改善することができます。

飢餓を終わらせ、持続可能な農業を
促進することを目標としています。目標 2「飢餓をゼロに」は

世界では 9 人に 1 人（8 億人）が飢餓に苦し
んでいますが、本当に困っている人に食料が行
き届かない仕組みや、経済発展を優先した過剰
な供給・消費により、多くの食品が毎日捨てら
れています。

私たちにできる SDGs
賞味期限や消費期限切れで捨ててしまうことを無くしたり、
食材を無駄なく使ったり、家庭でできる工夫を一人ひとりが
することで、この問題は大きく改善することができます。

今月号からは、SDGs の各目標ごとに私たちができること考
えていきましょう。

SDGs 私たちにできること

ホームページ
はこちら

　新型コロナウイルス感染症の対応は、感染拡大
の状況に応じて随時見直しを行います。最新の情
報は、町ホームページをご覧いただくか
お問い合わせください。
問　新型コロナウイルス感染症対策本部
事務局（保健福祉センター☎ 44-4560）

新型コロナウイルス感染症に係る相談窓口

【発熱等の症状のある人が相談・受診を希望する場合】
①かかりつけ医に電話相談
②受診・相談センター（全日 24 時間、☎ 019-651-3175、
FAX：019-626-0837）
③奥州保健所（平日午前 9 時～午後 4 時 30 分、☎ 22-2831）

【全般的な相談】
①一般相談窓口（岩手県コールセンター）（午前 9 時～午後 9 時、
☎ 019-629-6085、FAX：019-626-0837）
②外国人向け相談窓口（いわて外国人県民相談・支援センター）

（ 毎 日 午 前 9 時 ～ 午 後 8 時、 ☎ 019-654-8900、MAIL：
iwate-support-center@iwate-ia.or.jp）

▶県立産業技術短期大学校との地域
連携に関する協定式で挨拶する髙橋
町長（9 月 28 日）

自立する力を
　皆様こんにちは。今年は台風の襲来もなく笑顔で迎え
た秋が、米価下落で一瞬にして沈痛の秋に。コロナ禍で
米の需要が落ちており、米価が気になっていたところで
したが、一気に60㎏あたり 1万円を割りこんでの9,600
円（慣行米）は、生産者にとってやりきれない気持ちで
いっぱいだと察するところです。生産者の支援策を関係
機関と共に考えなければと思っております。
　日本の食料自給率 38％は先進国の中で最下位です。
生産農家の意欲減退・離農現象を起こさない為の新たな
長期戦略の「コメ政策」と経済政策の確立が、今こそ必
要だと思っております。そして、新型コロナの影響のみ
ならず、気候変動によって今まで通りの作物の作付け・
生産体系の維持ができなくなり各国が食糧の優先的自国
確保の保護策を進行すれば、自給率の低い日本は一気に
食糧難・危機を迎える心配があります。貿易立国として
安易に海外依存してきたわけではないものの、自国生産
よりも輸入した方が割安との今までの経済選択が問われ
る時代になったと思います。自国の食糧は自国で賄う農
業立国の政策が、本町農業の基盤強化につながると思い
ます。
　先に述べた海外依存の中にはマスクやワクチンもあり
ます。これを機に国は必需品の国内生産の指導を始め、
海外依存していた抗菌薬の生産を、町内立地企業が担う
ことになりました。コロナ禍によって自国生産強化、メ
イドインジャパンの製品が各分野で主流となる経済国家
が求められる時代が到来したと思います。
　行政経営においても寄らば大樹の陰でなく、自分達の
力で「なんとか切り盛りする」という自立の信念がなけ
れば、まちづくりは進行しないと思っております。今、
第十一次総合計画を推進する中で、本町が特色をもって
持続的発展をするために人口対策、産業力強化、保健・
医療・介護の一体化による福祉の充実、IT 教育と人間
力向上等の総合教育等を推進していきますので、皆様の
主体的参加・ご協力をお願いいたします。（10月 7日）


